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1日（水）令和６年度４月入園一斉申し込み開始
 13日 (月) 運動あそび・身体測定(乳児)
 14日 (火) 身体測定(幼児)
16日 (木) わらべ集会

 20日（月）ラキュー博士来園 ２Fクラス
24日（金）避難訓練

 お楽しみ会

１２月２日（土）「お楽しみ会」につきまして
は、３.４.５歳児クラスのみの行事となります。

当日、土曜日保育を利用される方はお弁当持ち
となります。

よろしくお願いします。

10月は運動会や、バス遠足やお芋ほり、ハロウィン等々行事で賑わう月になりました。

運動会や保育参観では、お忙しい中ご参加いただきありがとうございました。

今年度も半年が過ぎ、小さなクラスの子ども達は、日々の安定した生活の繰り返しにより食事や着替え、

睡眠などの生活習慣がしっかりと身につきはじめています。

それに伴い、はな組は後半に向け少しずつ育児担当制保育を終了し集団での生活へ移行していきます。

これにより、子ども同士の関わりもより盛んになっていきます。

つき、ほし、そら組は12月のお楽しみ会に向けての取組が本格的にスタートしました。

いままでサークルタイムの中で色々な話し合いをしてきた保育士と子どもたち。お楽しみ会に向けての

話し合いも盛んにおこなわれています。話し合いで物事を決めていく習慣がしっかりとついてきたよう

に感じます。

11月は今まで以上に遊びが充実してくる時期ですので、環境や生活の流れの見直しながら、子どもたち

がより主体的に生活を送れるよう援助していきます。

ラキュー博士が保育園に来ます！

そら組さんを中心に大人気のおもちゃLaQ（ラキュー）。

そのスペシャリスト ラキュー博士が保育園にやってきま
す。

ラキュー博士と一緒にLaQを使って遊びます。



お楽しみ会について

今年度は、例年の学年ごとの開催ではなく、異年齢グループでの開催となります。

異年齢活動を行う上であがってくる不安として「年長児には物足りないのでは？」という声がよく聞かれ

るそうです。

しかし、実はその反対で、異年齢の活動には難しいことたくさんあるように感じます。

その一つとして、活動していく中で年長児には、小さい子に対してわかりやすく「伝える」「教える」と

いう関わりが必要になります。

同年齢の子と同じような話し方では伝わらないこともあるので、そこを考えて調整しなければなりません。

「伝える、教える」ということは大人でも難しいことですね。

異年齢での活動の中で、年少児は年長児に「憧れ」を抱き、年中児はその狭間で葛藤を経験します。

集団での活動の目的は、皆で同じことをするのではなく、色々な役割を皆で補いながら一つの目標に向

かっていくことです。試行錯誤を通して、子どもたちは大きく成長していきます。

完成度にこだわった年齢ごとの発表と比べると、派手さはないかもしれませんが、何倍も価値のある活動

になると確信しています。

こういった取り組みを実現する上で我々保育士にとっても、保育士主導の保育よりも、高度な専門的知識

と保育の理解が必要になります。影の支援者として、子どもたちが主体的に取り組めるよう、さりげない

提案や援助、環境設定など「しかけ」を作っていきます。

今回のスローガンは「わたしたちのはっぴょうかい」です。

題材となる絵本を選び、配役決め、小道具や大道具作りなども子ども達が日頃の遊びのなかで行っていき

ます。

運動会では、一人ひとりの成長した姿を見て頂きました。発表会では、集団として成長した部分を見て頂

きたいと思います。



　チームごとに担当保育士にインタビュー

　『おはなヒーロー✿』

　

　①どんなグループですか？？

　②発表会にむけて・・子どもたちが張り切っていることや、楽しみにしていることは？？

　③どんな意見がでて題材がきまったのか？？

　『キラキラドラゴンハート♡』 　『かぶとむしハート❤』

①

②

③

　①どんなグループですか？？

　②発表会にむけて・・子どもたちが張り切っていることや、楽しみにしていることは？？

　③どんな意見がでて題材がきまったのか？？

今までふれてきた絵本を並べ、それぞれ好きな絵

本を考えました。“がらがらどん”と“わらしのワン

ピース”が人気。「みんなで劇をするのは１番人気

のがいい！」と。もう１度読み、ガラガラドンに

決まったのですが、どうしてもワンピースチーム

が納得いきません。みんなで悩み、もう一つの発

表で「わたしの

ワンピース」をや

ることにしました。

お楽しみ会

１番賑やかなグループ。

サークルタイムや話し合いでは年齢関係なく、た

くさん意見がでます。片付けなどそら組が率先し

てやってくれるので、それを見たつき組、ほし組

も真似してやってくれます。そら組もつき、ほし

組を気にかけ、つき、ほし組もそら組を慕ってい

て、とても仲良しです。

ぐりとぐらに出てくる、大きなたまごやフライ

パン、ボールなど1つ1つ“どうやってつくろう

か？”など楽しそうに話し合い、意見を出し合っ

ています。

いろいろな絵本で悩んでいましたが、そら組は

最後のお楽しみ会なので、劇の最後にみんなで

ステージに立ち、楽しい気持ちで終わりたい！

と“ぐりとぐら”に決まりました。

一人一人自分の『好き』をしっかり持っていて、

個性豊か！マイペースな雰囲気のかぶとむしハー

トですが、先日、楽しんだ“水族館ごっこ”のよう

に、一度スイッチが入るとそら組さん中心に子ど

もたち同士でどんどんアイディアを出し合い、思

わぬ面白い方向にも遊びや活動を広げていくこと

ができます。実はチームワークも素晴らしいグ

ループです♡

どんな風に作っていくのか、アイディアは次々と

出てきます。“私たちの発表会”だからこそ、自分

の考えや、やりたいことをグループの友だちに

しっかり伝え、友だちの話も大切にし、力を合わ

せていこう！と張り切っています。

•お話するのが大好き♡

•“皆で〇〇のゲームしよう♪”“今日のサークルタイムで〇〇のお話がしたい”“時計のはりが”6に

なった！

片づけてお部屋に入ろ～”と3グループの中で団結力が１番！？と感じるくらい、みんなで声を掛

•おはなひーろーの皆で劇をやるのが楽しみ～♡

•どの役になろうかな～どんな衣装を着るのかなとワクワク♡

•お友達のことまで考えられる素敵なお話を読んでいて、優しい気持ちになれるから、この劇がやり

たい！！

•ウサギ役がやりたい！！！

今年のお楽しみ会は縦割りグループで発表します  

子どもたちが日々の遊び、関わりのなかで培った・・ アイディア・経験・想像がたくさん詰まった出し物を

計画中！！みんなで一つのものをつくりあげるのですが、それはひとりひとりの『得意』『好き』があつ

まったもの。『わたしたちの発表会』をスローガンに、日々過ごしてきた仲間との集大成です。楽しみにし

ていてくださいね。

お楽しみ会の詳細は後日、配信、ホワイトボードにてお知らせいたします。

クラスごとではなくチームになりますのでご確認お願いします。
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風邪予防のポイント

手洗い・うがい

換気・加湿

バランスのよい食事

適度な運動

汗をかいたらすぐ着替え

リラックス

十分な睡眠

人混みを避ける
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食育だより 11月

先月の食育の様子

11月の食育の予定

１１月10日（金）にじぐみ 乾物に親しもう

日本では昔から、魚介や野菜などを乾燥させて保存食（乾物）としてきました。

乾物は生の食材と比べ、うま味が凝縮され栄養価も高くなっています。

切干大根や乾燥ワカメなど水に戻すとやわらかくなり、元の姿に変身します。

そんな様子を子供達と一緒に楽しみたいと思います。

かぶとむしはーとグループ お米研ぎ おにぎり作り

収穫の秋。９月下旬から給食のお米も新米となりました。

幼児クラスでは、グループごとに給食のご飯をお部屋で炊いて、おにぎり作りをする事にしました。

まずは、お米を洗いです。「お米、ざらざらしているね～」「お米のとぎ汁 牛乳みたい」

お水の計量と炊飯器のスイッチ押しは、そらぐみのお友達にお願いしました。

さて、給食の時間 「ご飯 炊けたよ～」「お～！ おいしそう♡」

ラップの上に炊きたてのご飯をのせ、お好みの具をのせます。「熱い 熱い」と言いながらも

キュッキュッと上手に握る事ができました。「おいしい」「おかわり～もう一つ作る」と

食欲モリモリです。自分で作ったおにぎりは、とてもおいしかったのでしょうね。

残りの2グループも１１月に行う予定です。お楽しみに。

１１月２４日（金） 和食の日
「11（いい）2（にほん）4（しょく）の語呂あわせから、「和食の日」です。
和食には新鮮な食材が使われ、栄養のバランスがとれているなど、良い面がたくさんあります。
また、日本の伝統的な行事とも密接にかかわっています。
和食の良さを知って、子ども達に受け継いでいきたいですね。

今月の給食

１1月15日（水） 七五三お祝いメニュー

七五三をお祝いし、鮭の入ったちらし寿司を出す予定です。お楽しみに！

栄養コラム

先月１０月は、季節も良く運動会や遠足、芋ほりなど外で体を動かす機会が多かったです。

外でお弁当を食べたり、自分たちでおにぎりを作って食べるなど、意欲的に食に関わる事が

できました。給食では、「おいしい♡おかわりないの？」と食欲があり、残さずにきれいに

食べ終える姿が多くみられます。とても嬉しいですね。

避けたい7つの「こ食」

①孤食ー1人で食べる ②個食ー複数で食卓を囲んでいても、食べているものがそれぞれ違う。

③子食ー子どもだけで食べる ④固食ー同じものばかり食べる

⑤濃食ー濃い味付けのものばかり食べる

⑥粉食ーパン・麺類など粉から作られた物ばかり食べる

⑦小食ーダイエットのために必要以上に食事量を制限すること

食事はエネルギーや栄養素の補給の場だけではなく、家族や友人等とのコミュニケーションの場

マナーを身に付ける場でもあります。

食卓を家族で囲むことは、お腹を満たすだけでなく心や体をも満たしてくれるものです。

これを機に皆さんもぜひ「こ食」を避け、家族で食卓を囲んで楽しい食事の時間を過ごしましょう。



おすすめ書籍の紹介です

∞╕╡

Topics

子育てのヒントを掲載します

～しつけに不安を感じたら！～

モンテッソーリ教育が教えてくれた「信じる」子育て より抜粋

子どもの食事についての様々な研究が紹介されています。

たとえば、

・子どもは「甘い物は栄養がある」と認識するために好きであり、「苦

い物は毒がある」と認識するために、苦みのある野菜を嫌う。

・子どもは、生まれつき小食の子どもとたくさん食べる子どもがいる。

食事量は子どもにより異なる。

・子どもにプレッシャーをかけると、食事量は減り、好き嫌いが増える。

子どもに強要しない食事指導は、科学的な指導である。

などなど、食を通して子ども達と関わるうえで大切な事がたくさん載っ

ている本です。

著 者 ：クレア・ルウェリン、ヘイリー・サイラッド

出版社 ：ダイアモンド社

よく「しつけは、何歳から必要ですか？」というご質問をいただきます。

今回はその「しつけ」についてと、はじめる年齢についてです。

最初に結論をお伝えすると、「しつけ」は必要ない ということです。

しつけとは、規律や礼儀作法、習慣に合った立ち振る舞いなどができるように、訓練することを言い
ます。

しかし、子どもに必要なのは、日々の生活の中で様々なことを体験して、吸収して、人間として生き
ていくために必要な力を身につけていくことです。

そして、その力は大人が訓練してできるようにさせるものではなく、子どもが自然とできるようにま
わりがサポートをしていくものなのです。

だから、必要なことはしつけではなく、大人がモデルとなりガイドすることです。

少し先にこの世界に生まれ、少し子どもより知っていることが多い先輩として、この世界でのルール
や規則、立ち振る舞いを、大人がやって見せる。

そして、それは「〇歳になったら始めること」ではありません。

子どもの年齢が何歳であろうと私たち大人がその姿を見せていくことが大切です。

マナーや規則、その場のルールはお子さんができる範囲で伝えていきましょう。

「子どもをしつける」という捉え方から「今、できることを伝え、見せていく」という捉え方に変換
してみてみるのがおすすめです！

そうすることで、少し肩の力が抜け、リラックスして子どもの成長を見守ることができるかもしれま
せん。

これを機に皆さんもぜひ「こ食」を避け、家族で食卓を囲んで楽しい食事の時間を過ごしましょう。


